
乳児保育Ⅰ
Infant CareⅠ330312065 宇野　茂子 2 必修 1後期

科目の概要
この科目はDP2・3に記載されている子どもの生活学科の教育目標である人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材を育成する科目
として設定されている。乳児保育の意義、理念、内容、方法、行政施策等に関する知識や情報について学ぶとともに、演習を通して保育実践に役立
つ専門的技術を習得し、乳児と保育士の望ましい関わりを学ぶ。乳児保育においての様々な課題について討議しながら考え問題解決の方法を理解す
る。
★保育園、幼稚園での保育者としての実務経験があり、保育者としての専門的知識や技術を生かした講義や演習を実施し、理解につなげていく。

学修内容 到達目標

① 乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割等について理
解する。
② 保育所、乳児院等多様な保育の場における乳児保育の現状
と課題について理解する。
③ 3歳未満児の発育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制
について理解する。
④ 乳児保育における職員間の連携・協働及び保護者や関係機
関との連携について理解する。
⑤ 保育所、乳児院等多様な保育の場における乳児保育の現状
と課題について理解することができる。

① 乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割等について説
明できる。（DP②③）
② 保育所、乳児院等多様な保育の場における乳児保育の現状
と課題について説明できる。（DP③）。
③ 3歳未満児の発育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制
について説明できる。（DP③）
④ 乳児保育における職員間の連携・協働及び保護者や関係機
関との連携について説明できる。（DP③）
⑤ 保育所、乳児院等多様な保育の場における乳児保育の現状
と課題について説明できる。（DP③）

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 課題や次回の授業内容の提示に対し、主旨を受け止め、進んで取り組み、さらに課題を分
析するのに必要な知識についてテキストや文献を使って自己学修をすることができる。

働きかけ力

実行力 それぞれの乳児保育テーマについて知識・技術を確認し、目標に向かって粘り強く取り組
むことができる。

考え抜
く力

課題発見力 毎回の授業のポイントを確認し、次回授業での復習(前回の授業でのQ&A)の時間において
課題発見することができる。

計画力

創造力

作業のプロセスを明らかにして優先順位をつけ、期日までに計画を進めることができる。

物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができ
る。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

教育計画に基づき分かりやすく発表するとともに、対象を理解して伝えることができる。

授業での復習(前回の授業でのQ&A)の時間において、相手の意見を正確に理解することができる。グループ
ワークや発表時、内容確認や質問を行い正確に理解するとともに話しやすい状況をつくることができる。

規律性を守り、レポートを提出することができる。グループワークにおいてグループの
ルールや約束を守りメンバーのサポートができる。

テキスト及び参考文献

テキスト:「講義で学ぶ乳児保育」　小山朝子　著者　わかば社
参考文献：「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」
適宜プリントを渡す

他科目との関連、資格との関連

多科目との関連:「乳児保育Ⅰ」は学科専門科目「保育の内容・方法に関する科目」として設定されており、その後に
履修する「乳児保育Ⅱ」「子どもの健康」の基礎となる科目である。
資格との関連:保育士

学修上の助言 受講生とのルール

子どもの保健の十分な理解が必要である。復習をしながら
乳児保育に取り組む。

・授業中の私語は慎み積極的に授業に参加する
・配布プリントや資料は講義ノートに合わせてまとめ、内
容を整理しておく
・積極的なグループワーク、発表準備を行う
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員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

達成目標①から⑤について実践できるとともに育児教育準
備プロセスから発表までの一連の流れにおいて、社会人基
礎力を発揮し自己評価・他者評価において全て満足できる
評価が得られる。つまり乳児保育がすぐ実践できる能力に
達していることが基準となる(総合評価80点以上90点未
満)。A以上の能力を有しているもの(総合評価90点以上)を
Sとする。

達成目標①から⑤について実践できるとともに育児教育準
備プロセスから発表までの一連の流れにおいて、社会人基
礎力を発揮し自己評価・他者評価においてある程度満足で
きる評価が得られる。つまり乳児保育について一定の指
導・研修後実践できる能力に達していることが基準とな
る。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

20

授業内容を理解でいているか確認する。
出題内容は各時点までの授業で学修した内容とする。
授業中に詳細は説明します。② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

小テスト

① ✓

30

保育所や乳児院で乳児保育を担当する保育士として必要な乳児保育の理論や知識・技術の基本について
理解し、保育現場での課題について具体的対応を評価する。様々な問題に対して適切で具体的な対応を
記述できていることが求められる。到達レベルの基準としてS:乳児保育の理論や知識・技術について理
解しており保育現場での課題について具体的対応ができる。A: 乳児保育の理論や知識・技術について理
解しており保育現場での課題への対応について述べることができる。B: 乳児保育の理論や知識・技術に
ついて理解しており保育現場での課題について述べることができる。C:乳児保育の理論や知識・技術に
ついて理解している。F:Cのレベルに達していない。
知識の獲得(乳児保育を担当する保育士として必要な乳児保育の理論や知識・技術の基本を具体的な事例
を通して理解し説明する):50％
知識の活用(乳児期の発達と保育について学びながら養育者の役割について具体的に理解し育児教育指導
案を立案する):30％
課題解決(乳児を集団で保育することについて、保育現場での具体的な課題を討議しながら考え問題解決
の方法・対処法について発表する):20％

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ✓

40

育児教育を行うことにより、主要テーマについての理解を深め他者に対する支援方
法を実践する。リーダーを中心とするグループワークでの自分の役割を意識し、社
会人基礎力をいかに発揮するかを評価する。他者評価・自己評価により、教育方法
(教育方法・実技・チームワーク等)について点数評価とともに良い点・工夫が必要
とされる点について記述による評価を行う。
知識の獲得(乳児保育を担当する保育士として必要な乳児保育の理論や知識・技術の
基本を具体的な事例を通して理解し説明する):50％
知識の活用(乳児期の発達と保育について学びながら養育者の役割について具体的に
理解し育児教育指導案を立案する):30％
課題解決(乳児を集団で保育することについて、保育現場での具体的な課題を討議し
ながら考え問題解決の方法・対処法について発表する):20％

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

(主体性)乳児保育の意義及び乳児の発達と保育の課題に取り組むことができ
る。
(実行力)グループワークについて理解し実行することができる。
(課題発見力)自分の役割を明確にして課題に取り組むことができる。
(創造力)自分達のテーマに合わせた効果的な媒体作成をおこなうことができる
(発信力)発表することにより自分の役割を果たすことができる。
(傾聴力)発表を聞き評価することにより、自分の教育やグループワークを振り
返る事が出来る。
(規律性)グループワークにおいてグループのルールや約束を守りメンバーのサ
ポートができる

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



達成目標①から⑤について実践できるとともに育児教育準
備プロセスから発表までの一連の流れにおいて、社会人基
礎力を発揮し自己評価・他者評価においてある程度満足で
きる評価が得られる。つまり乳児保育について一定の指
導・研修後実践できる能力に達していることが基準とな
る。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
乳児保育の目的と役割
（児乳児保育の目的と
役割、実施体制などに
ついて）を知る。

・講義 乳児保育とは何か、乳
児保育の目的と役割に
ついて理解する。

(復習）テキスト該当
ページを読み、養護と
教育の一体性と「育み
たい資質・能力」と
「幼児期に育ってほし
い姿」の図を記載し理
解する。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

2

乳児保育の基本（乳児
保育の背景や歴史的変
遷、子育て支援、地域
や家庭とのつながり）
について知る。

・講義 乳児保育の基本を概ね
理解し、記述すること
ができる。

（予習）テキスト該当
ページを読み、乳児保
育の歴史的変遷につい
てまとめておく。
（復習）多様な場にお
ける乳児保育の展開に
ついてまとめておく。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

3

0.1.2歳児の発達
（0.1.2歳児子どもの
主な発達）について知
る。

・講義 0.1.2歳児の生得的な
特性及び心の発達つい
て概要を理解し、概ね
説明、記述することが
できる。

（予習）テキスト該当
ページを読み、「安心
の輪」について理解で
きない点、疑問点等を
まとめておく。
（復習）0.1.２歳児の
発達表に学んだ内容を
記載する。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

4

乳児（0歳児）の保育
内容について知る。

・講義 0歳児の発達の特徴、
発達特徴過程を理解
し、概ね説明、記述す
ることができる。

（予習）テキスト該当
ページを読み、「ねら
いと内容」を読み、理
解できない点、疑問点
等をまとめておく。
（復習）乳児の保育内
容の記載のイメージ図
を作成する。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

5

１歳児以上３歳児未満
児の保育内容について
（保育所保育指針か
ら）知る。

・講義 １歳児以上３歳児未満
児の保育内容について
（保育所保育指針か
ら）概要を理解する。

（予習）テキスト該当
ページを読み、５領域
のねらいをまとめてお
く。
（復習）１歳児以上３
歳児未満児の保育に関
わるねらい及び内容・
内容の取扱いについて
図表にまとめる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

6

乳児の生活と遊びの基
本的事項（乳児の生活
と遊び、健康や安全、
防災対策について）に
ついて知る。

・講義 乳児の生活と遊びの基
本的事項（乳児の生活
と遊び、健康や安全、
防災対策について）に
ついて概要を理解す
る。

（予習）テキスト該当
ページを読み、デイ
リープログラムについ
て理解できない点、疑
問点等をまとめてお
く。
（復習）乳児保育にお
ける防災対策について
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

乳児の生活の基本（食
事・睡眠と休息）につ
いて学ぶ。

・講義 乳児の生活の基本（食
事・睡眠と休息）につ
いて概要を理解する。

（予習）テキスト該当
ページを読み、離乳食
の進め方について理解
できない点、疑問点等
をまとめておく。
（復習）食事の発達に
合った進め方、SIDS理
解をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力
情況把
握力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

乳児の生活の基本（排
泄・トイレトレーニン
グ・着脱・清潔）につ
いて学ぶ。

・講義 乳児の生活の基本（排
泄・トイレトレーニン
グ・着脱・清潔）につ
いて概要を理解する。

（予習）テキスト該当
ページを読み、着脱、清
潔に関する発達の図から
理解できない点、疑問点
等をまとめておく。
（復習）排泄・着脱・清
潔の子どもの育ちを学ん
だことや資料を基に発達
表に記載する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

乳児の遊び（各年齢ご
との乳児の遊びや適し
たおもちゃ）について
学ぶ。

・講義 乳児の遊び（各年齢ご
との乳児の遊びや適し
たおもちゃ）について
概要を理解する。

（予習）テキスト該当
ページを読み、乳児の
遊びについてグループ
討議に自分なりの意見
を述べることができる
ように、遊び等を調べ
ておく。
（復習）発達表に学ん
だ内容を書き写す。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

乳児の遊び（各年齢ごと
の乳児の遊びや適したお
もちゃ）について学ぶ。
各グループ、発達表を作
成し発達や遊びについて
発表する。各グループの
発表内容を振り返り、各
自意見や感想を記述し提
出する。

グループワーク
グループ発表

各グループの発表を傾
聴することができる。
乳児の発達過程や援助
の知識を得て、自分な
りに意見や感想を記述
することができる。

（予習）グループ討議
に自分なりの意見を述
べることができるよう
に、発達表に必要な遊
び等を調べておく。
（復習）発達表を完成
させる。次週発表。

180

主体性
実行力
課題発見
力
創造力
発信力
傾聴力
情況把握
力
規律性

11

乳児保育の環境構成
（乳児の年齢ごとの保
育者での環境構成）に
ついて学ぶ。

・講義 乳児保育の環境構成
（乳児の年齢ごとの保
育者での環境構成）に
ついて概要を理解す
る。

（予習）テキスト該当ペー
ジを読み、0.1.２歳児の保
育室の環境図から保育室の
違いを調べておく。
（復習）0.1.２歳児の保育
の生活と遊びの場の違いの
理解したことと保育者の配
慮についてまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
情況把
握力
規律性

12

乳児保育のにおける全
体的な計画（乳児保育
での全体的な企画）に
ついて学ぶ。

・講義 乳児保育のにおける全
体的な計画（乳児保育
での全体的な企画）に
ついて理解し、保育内
容及び方法を考え、計
画（例）に反映させ
る。

（予習）テキスト該当
ページを読み、全体的
な計画と指導計画の位
置づけについて理解で
きない点、疑問点等を
まとめておく。
（復習）個別指導計画
（案）を作成する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

乳児保育のにおける子
育て支援（乳児保育で
の子育て支援や保護者
への対応、支援の実際
について）考える。

・講義 乳児保育における子育
て支援の実際や保護
者、関係機関との連携
の基本的な在り方につ
いて理解する。

（予習）テキスト該当
ページを読み、出産前後
の母親の生活の変化につ
いて理解できない点、疑
問点等をまとめておく。
（復習）自分の住んでい
る地域の子育て支援につ
いて調べ、内容について
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

乳児保育における連携
（乳児保育での職員・
家庭・地域での連
携）、乳児保育の重要
性、保育者としての専
門性と資質の向上につ
いて学ぶ。

・講義 乳児保育における連携
（乳児保育での職員・
家庭・地域での連
携）、乳児保育の重要
性、保育者としての専
門性と資質の向上につ
いて概要を理解する。

（予習）テキスト該当
ページを読み、「全国
保育会倫理綱領」につ
いてまとめておく。
（復習）配布された資
料を基に学びを深め、
自分の目指す乳児保育
を整理する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

これまでの授業内容を
振り返り、学びの確認
と共に今後の課題を発
見する。

オンデマンド配信 これまでに学修した乳
児保育の基本や乳児発
達過程と援助の実際に
ついて、概ね説明する
ことができる。

（予習）自分の作成し
た発達表やこれまでの
学修内容を見直し、理
解できない点について
確認する。 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


